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ガンマ線を用いて、シングルナノサイズの金粒子が磁性酸化鉄粒子表面に担持した複合ナノ粒子を合成し

た。複合ナノ粒子の生成過程及びその構造を制御する合成条件について調査する。  
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【緒言】金ナノ粒子は様々な生化学物質と強く結合することから、医療・診断やバイオテクノロジー等の分野へ

の応用が期待されている。金に磁性機能を付与できれば、応用範囲がさらに広がり実用化にさらに近づくも

のと期待される。今回我々は、磁性酸化鉄ナノ粒子の懸濁した金イオン水溶液をガンマ線照射することで、金/酸

化鉄複合ナノ粒子材料の合成に成功した。複合ナノ粒子が生成する過程を調査し、複合ナノ粒子の構造を制

御する条件の探索を行う。  

【実験】出発物質として金イオン、ポリビニルアルコール（PVA）、2-propanolを含む水溶液に、磁性酸化鉄

ナノ粒子を分散させた。分散液を攪拌しながら 60Co ガンマ線を室温で数時間照射し、金/磁性酸化鉄複合ナ

ノ粒子を得た。また比較の為、金単独のナノ粒子も合成した。金と磁性酸化鉄が複合化していることを確認

するため、試料の分散液を永久磁石で磁性成分と非磁性成分に磁気分離した後、紫外可視吸光度分析、XRD

測定を行った。複合粒子の構造を確認するため、TEM 観察を行った。  

【結果と考察】図１に、磁性成分を乾燥して得た粉末試料の XRD パターンを示す。非磁性体である金のピ

ークが確認された。また磁性酸化鉄ナノ粒子は?-Fe2O3 であった。このことから、金と磁性酸化鉄ナノ粒子

が複合化していることは間違いない。図２に、合成した複合ナノ粒子の TEM 写真の一例を示す。約 20 nm

の磁性酸化鉄ナノ粒子の表面に、約 5 nmの金ナノ粒子が析出している。同様に作成した金単独のナノ粒子

とほぼ同じ粒径であった。金イオンの還元は、γ線照射により水溶液中に生成する水和電子や有機ラジカル

によるものと考えられる。今後、合成条件を変化させ、複合ナノ粒子の構造の制御を試みる。  
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図 1 金/酸化鉄複合ナノ粒子の XRDパターン 図 2 金/酸化鉄複合ナノ粒子の TEM 写真


